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地域経済分析システム「RESAS」による
地域経済動向レポート（R6年度実施）

南丹市商工会

人口

* 人口マップ→人口構成→人口推移

年齢別人口推移（2020年）

直近の実績値となる2020年の人口は 
31,629人。1995年の 37,841人から大き
く減少している。
将来人口をみると、今後も減少が続く
見込みである。
年齢別に今後の傾向をみると、年少人
口と生産年齢人口は減少傾向、老年人
口は2025年まで増加後、横ばいに転じ
ることが予想されている。

出典：総務省「国勢調査」、厚労省「人口動態調
査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域
別将来推計人口」

* 人口マップ→人口構成→人口ピラミッド

* 人口マップ→通勤通学人口分析→地域間流動（グラフ）

人口ピラミッド（2020年）

現在と将来の年齢別人口構成を示したグラ
フである。年少人口の割合をみると、2020
年の10.28％から2050年には8.6％と10%を下
回る。
一方、生産年齢人口は2020年の52.74％から
2050年には47.33％まで低下する見込みであ
るが緩やかな減少に留まる。また女性は高
齢割合が2050年に大幅に増進する見通し。

流入出者の地域別構成
（2020年）

通勤者・通学者で見る流入出者
の地域別構成は、流入者では亀
岡市が圧倒的に多く3,230人。一
方、流出者では京都市2,177人、
亀岡市2,000人と多い状況。全体
を通してみると1,452人の流入超
過となっており、通勤等で南丹
市に通う人が多いことが読み取
れる。
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※ 年少人口は15歳未満、生産年齢人口は15～64歳
   老年人口は65歳以上をさす

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」

出典：総務省「国勢調査」
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産業構造
事業所数の推移（2021年）

2021年の事業所数は1,354事業所である。9年前
の2012年より110事業所減少している。
人口数が類似する綾部市の推移も概ね同様の傾
向である。

* 産業構造マップ→産業構造分析→推移（全産業）
→事業所数

従業者数の推移（2021年）

2021年の従業者数は12,436人である。9年
前の2012年と比較して805人増加している。
一方、綾部市は488人の増加となる。

* 地域経済循環マップ→生産分析
  →地域内産業の構成を見る
  →構成割合をグラフで見る

地域内産業の構成割合
（生産額・総額）（2018年）

産業の構成割合を府および全国と
比較したグラフである。
全国と京都府全体との比較で、第
2次産業の割合が高いのが特徴で
あり、1次産業の割合も相対的に
高い。

4
出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 総
務省・経済産業省「経済構造実態調査（産業横断調査）」

出典：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計
算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行
グループ）受託作成）

* 産業構造マップ→産業構造分析→推移（全産業）
→従業者数

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 総
務省・経済産業省「経済構造実態調査（産業横断調査）」

対象地域：南丹市
比較地域：綾部市 ※人口数類似
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綾部市

南丹市

農業経営体の割合
（2020年）

京都府内の農業経営体のう
ち、南丹市の占める割合は
11.3%となり、団体（法人
含む）及び個人共に同様の
割合となる。上図のとおり
1次産業の割合が高いのが
見て取れる。

* 農林業漁業マップ→農業経営体分析→経営体数→グラフ

出典：農林水産省「農林業センサス」

南丹市

京都府

南丹市

京都府

全国

１次産業 ２次産業

３次産業

合計

個
人

団
体



許可なく他の目的での利用を禁止します。 © 株式会社エイチ・エーエル、ジオナレッジ合同会社

労働生産性

従業者と労働生産性から見る業種別付加価値額（2021年）

労働生産性とは従業者一人当たりの付加価値額（営業利益等）を言い、付加価値額を従業者で除したものと
なる。これは労働効率性を計る尺度であり、労働生産性が高い場合は投入される労働力が効率的に利用され
ていると言える。日本の労働生産性はOECD加盟38カ国中下位に近い位置にあり改善を要する国の一つだが、
2021年で全国平均6,095千円/人であった。一方、南丹市の平均労働生産性は3,155千円/人と約半減する
低い値となり、業種では運輸業や建設業は4,000千円/人を超え及第点と言えるが、宿泊業や飲食サービス業
は1,074千円/人と著しく低い値となり効率性が大変悪い状況である。

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

付加価値額の推移（2021年）

企業が新たに生み出す付加価値額（営
業利益等）について、2021年は26,102
百万円であり2012年と比較して3,884
百万円の新たな価値を生み出している。
一方、綾部市は2012年とほぼ同額であ
り、南丹市と綾部市の差は縮まってい
ると言える。

付加価値額

* 産業構造マップ→産業構造分析→推移
（全産業）→付加価値額

出典：総務省・経済産業省「経済センサス－活動
調査」 総務省・経済産業省「経済構造実態調査
（産業横断調査）」

南丹市

綾部市

* 産業構造マップ→産業構造分析→付加価値額の構造分析

南丹市

全国平均

綾部市平均

京都平均

南丹市平均
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地域経済循環図

（2018年）

地域内の活動を通じて生産
された付加価値は、労働者
や企業の所得として分配さ
れ、消費や投資として支出
されて再び地域内に還流す
る。この流れを示したもの
が地域循環図である。これ
によると南丹市は1,526億円
の付加価値を生み出してい
るが、所得からの支出1,617
億円より少なく、稼ぎが市
外に流出していると言える。

この経済分析は「RESAS」を活用しています

RESAS（地域経済分析システム）は、地域経済に関する
様々なデータをグラフでわかりやすく「見える化（可
視化）」するシステムです。地域の実情をビジュアル
に把握・分析できます。誰でも無料で使えます。

作成：南丹市商工会

〒629-0141  京都府南丹市八木町八木

東久保28-1

TEL：0771-42-5380  FAX：0771-42-5734

URL：http://nantan.kyoto-fsci.or.jp/

* 地域経済循環マップ→
地域経済循環分析

観光

* 観光マップ→目的地分析→目的地検索ランキング

居住都道府県別延べ日本人宿
泊者数の推移（2023年）

南丹市で宿泊された上位居住都道府県
別の延べ宿泊者数（日本人）の推移で
ある。大阪府は2013年239人のところ、
直近では2,515人と10倍を超えている。
また兵庫県の伸びが急伸し京都市を上
回っている。

目的地検索ランキング（2023年･休日･自動
車）

インターネットで経路検索された回数が多い場
所をランキング形式で示したグラフである。
「道の駅美山ふれあい広場」「かやぶきの里」
「スプリングスひよし」の検索回数が多く、来
訪者の関心が高いことがわかる。

* 観光マップ→宿泊者分析→居住都道府県別

地域経済循環

13
出典：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）

出典：観光予報プラットフォーム推進協議会「観光
予報プラットフォーム」

出典：株式会社ナビタイムジャパン「経路検索条件データ」
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